
就職、結婚、出産、子育て、闘病など、
私たちは人生のなかで数々の大きな
岐路に立たされます。そんなとき、
何かを選ぶことで今とはまったく違
う自分になってしまうとしたら、そ
して、それでも正しい選択をしたい
と思うなら、私たちにはいったい何
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ができるのでしょうか。人生の岐路
という実存的な問題を哲学的に分析
した
での議論を手がかりに、人生を

変容させる経験との向き合いかたに
ついて、参加者のみなさんとともに
考えてみたいと思います。


